














Hanzi Dictionaries in Early Ages with Smartphone 
A IDS Query System of Tenrei Banshō Meigi 
Guanwei Liu (Graduate School of Letters, Hokkaido University) 
Yuan Li (Graduate School of Letters, Hokkaido University) 












































 『篆隷万象名義』は,約 16,000 字の掲出字に対して,字音・字義・字体の記述を収録する。
漢字字体研究において,HNG に収録された標準文献に比べて,次の二つの特徴が指摘できる。 
 (1) 掲出字は古辞書の説明対象としての骨組みであり,少数の重複字以外,ユニークな 
   存在である。一方で,個々の掲出字そのもののバリエーションが僅少であるが,掲 
   出字を網羅的に収録し,異体字も併記するため,漢字字体の多様性を備える。 
  (2) 異なる掲出字の間に,同一漢字部品が持つものが多く存在する。漢字部品レベルでは, 






 『篆隷万象名義』の全文テキスト［http://github.com/shikeda/HDIC］は TSV データで公開
済みである。その詳細を李・池田（2016）では報告した。Unicode で扱える漢字の『篆隷万
象名義』全掲出字に占める割合は,99.2%となる。掲出字「語」の TSV データは次の表 1 の
通りである。01〜10 の番号は,説明の便宜ため付けたものである。 
 
表 1「語」の TSV データ 
01 TBID 3_007_B62 
02 TB_vol_radical v9#91 
03 TB_radical 言 
04 Entry 語 
05 Entry_type Regular 
06 Entry_diff 無 
07 TB_def 魚擧反。説也,言也,喜也。
08 SYID a082b061 
09 YYID 無 
10 TB_remarks 無 
??????ワ?クショップ2016?????
141 2017?3?7?-8?
 解 説 
01 第 3 帖 7 丁裏 6 列の 2 字目（所在） 











 『篆隷万象名義』掲出字の原本画像は HDIC のプロジェクトで作成したものを利用してい
る。詳細は池田（2014）・池田他（2016）で述べた。図 1 に「語」（第 3 帖 7 丁裏）と「諒」
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図 1 『篆隷万象名義』高山寺本（Ⅰ）と崇文叢書（Ⅱ）の原文画像・掲出字画像（Ⅲ） 




                                                        
1 図 1 に示した「語」・「諒」の崇文叢書画像は著者の個人蔵書によったが,『篆隷万象名義』崇文叢書のテ
キストの一部（第 1 輯の第 32 至 43）は,国立国会図書館デジタルコレクションにて公開されている。 
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 ３．IDS によっての漢字検索・入力 













 (1) 同部首同画数の字数が多い場合,欲しい漢字を探すのは難しい。 








 CHISE は漢字符号をコード制限なしの環境で処理するためのプロジェクトである。CHISE 
IDS はそれのサブプロジェクトとして,漢字の IDS 情報を整備している。IDS-FIND はそれら
の IDS 情報を検索するためのウェブアプリである。 
       
       図 2 CHISE/ids-find の PC 画面  図 3 CHISE/ids-find のスマートフォン画面 
 図 2 に示すように,CHISE の IDS-FIND 機能は PC 向けで開発されている。図 3 に示すよ
うに,PC以外の端末でアクセスすると画面の表示が PCとほとんど変わらず,携帯端末によっ
て操作が難しい場合が生じる。 
                                                        





  CHISE/IDS-FIND における検索結果の数が多い場合,一回の検索結果の表示に数十秒間か
かることがある。同様の問題が我々のシステムにも生じるため,解決策が必要となる。表示
スピードの問題は 5.2 で検討する。 
 
３.２ IDS データの利用 
 Unicode 委員会が公開している Unihan データベースは漢字データベースとして最も広く
知られているものであるが,IDS に関する情報は現時点まで公開されていない4。 
 現在公開中の漢字 IDSデータの中で,整備状況が一番良好なのはCHISE IDSである。CHISE 
IDS の ReadMe ファイルによると,「<CODEPOINT><CHARACTER><IDS>」三つのフィール
ドをタブで区切ったデータ構造をとっており,つまり TSV（Tab-separated Values）で示してい
る。CODEPOINT は UCS のコードポイントである。拡張漢字 A までは「U+hhhh」のような
「U+」と 4 桁の 16 進数で示す。それ以降は「U-hhhhhhhh」のような「U-」と 8 桁の 16 進
数で示す。CHARACTER では CODEPOINT が対応する漢字の符号化字形を示す。IDS はそ
の漢字の構成記述情報を示す。次の表 2 に例を示す。 
 
表 2 CHISE IDS データの一例 
CODEPOINT CHARACTER IDS 
U+5B9A 定 ⿱宀&CDP-8BCE; 
U-0002A76B 𪝫 ⿰亻⿱亚取 
U-0002B7AA 𫞪 ⿱甘⿷&AJ1-04307;㐅 
 
 また,漢字データベースプロジェクトの「漢字構成データベース」に「字形 IDS データ」
があり,現在はオープンソース共有プラットホームの GitHub［https://github.com］を用いて
「CJKVI-IDS」という名称で公開している。CJKVI-IDS の構造は主に CHISE IDS と同様で,
拡張漢字 B まで CHISE IDS のデータがそのまま利用されているようである。拡張漢字 C・
D・E のところでは独自の IDS データを採用している。ただし,CHISE IDS と比べると,CJKVI-




表 3 CJKVI-IDS データの一例 
CODEPOINT CHARACTER IDS 
U+5B9A 定 ⿱宀𤴓 
U+2A76B 𪝫 ⿰亻⿳一④取 
U+2B7AA 𫞪 ⿱⑤区 
 
 今回の試作における IDS データは,高速な検索を実現するため,部品から漢字を合成するデ
ータベースと,漢字から部品に分解するデータベースの二つに分けて作成する。合成データ
                                                        
4 http://www.unicode.org/L2/L2015/15065-ids-links.pdf 
5 Chinese Document Processing 台湾の中央研究院が開発した漢字処理システムである。2011 年の最終更新
まで約 16 万 5 千の字形が収録されている。 
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 ベースは CJKVI-IDS の ids.txt と ids-ext-cde.txt ファイルをベースとして,IDC と符号化されな
い部品,すなわち入力困難なものと作者の備考などを削除して,さらにシンプルなデータベ
ースを作成する。次の表 4 に例を示す。 
表 4 簡略 IDS データの一例 
CODEPOINT CHARACTER IDS 
U+5B9A 定 宀𤴓 
U+2A76B 𪝫 亻一取 




 スマートフォンやタブレットなどのモバイル端末は PC と比べると大きな相違がある。古
辞書データベースの場合では,主として次の三つの問題が生じる。 
 (1) 画面サイズが小さく,同時に表示できる情報が少ない。 
 (2) 入力メソッドが軟弱であり,難字の入力に弱い。 









































などがよく利用され,表示の仕方を定める CSS では Bootstrap［http://getbootstrap.com/］が定
番となっている。だが,今回の開発は JavaScript のフレームワーク Vue.JS［https://vuejs.org/］
と CSS のフレームワーク bulma［http://bulma.io/］を用いた。 
 React や Bootstrap は機能性と汎用性が強く,各分野の開発によく見られるが,学習の労力を
考えると,よりシンプルなフレームワークを利用して開発したいと考えた。 
 Vue.JS は軽量なインターフェイス利用を中心とした JavaScript フレームワークであり,学
習しやすいながら強い性能を持っていることで評価されている。bulma も軽量ながら,レス
ポンシブデザインをサポートする CSS フレームワークである。より広範囲で使われている









検索がはやい理由は,検索用 IDS データベースの再構築である。「刹那字引」では,表 3 のよ
うなデータを逆引きにして利用する。再構築したデータは次のようである。 
"宀": "…宐宑宒宓宔宔宕宖宗官宙定宛宜宝实…", 
"𤴓": "定従是㻄𡊕𡠕𢳵𤴕𥕩𧐪𧑺 ", 
 また,CHISE IDS/Find とは異なり,毎回検索で画面を更新する必要がない。ただし,画像ファ
イルの集合のデータ量が大きいので,サーバ側に保存する。アプリの初回利用と画像を請求
する時のみサーバと通信する。 
                                                        
6 http://www.ksana.tw/kzy/ 
7 バージョン 1.0 までは拡張漢字 B までをサポードしており,拡張漢字 E までの検索はその以降の再開発バ
ージョンである。コードがだいぶ変わったので,別のシステムであるともいえる。 
8 最後のアップデートは 2016 年 3 月であり,筆者が提出したバッグ修復の「Pull Request」となった。その
前の最後の更新は 2015 年 10 月であった。 
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 本稿では HDIC プロジェクトの篆隷万象名義全文テキストデータベース・掲出字画像デ
ータと CJKVI-IDS データベースを利用して,篆隷万象名義の掲出字画像をスマートフォンや
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KTB Image IDS Database   https://hdic2.let.hokudai.ac.jp/ids 
CHISE project    http://www.chise.org 
CHISE IDS    http://www.chise.org/ids/ 
漢字データベース   http://kanji-database.sourceforge.net/index.html 
UniHan Database    http://www.unicode.org/charts/unihan.html 
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